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　一おもな内容
　　o新年度予算のあらまし・……

　　O議会だより…………・一…・・

　　O町の花鳥木決定……・………

　　0おしらせ………・………・…一
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6発行人　江南村長　柴田忠雄

●電言舌0485（36）　1521
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60年度予算

み
ん
な
の
く
ら
し
に

　
　
　
二
一
億
三
、
〇
五
〇
万
円

　
昭
和
六
十
年
度
の
村
政
の
基
本
と
な

る
［
般
会
計
、
特
別
会
計
各
予
算
が
三

月
十
二
日
か
ら
開
か
れ
た
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
億
三
千
五

十
万
九
千
円
、
前
年
当
初
に
対
し
三
億

五
千
四
百
二
十
九
万
九
千
円
、
一
四
・

三
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

i舞

鑛
懇
、

歳
　
　
　
入

　
歳
入
の
主
な
も
の
を
見
る
と
、
い
ち

ば
ん
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
村
税

で
、
前
年
度
当
初
と
比
べ
一
一
・
七
％

伸
び
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
大
き
い
の
が
地
方
交
付
税
で

四
・
三
％
の
伸
び
で
す
。
三
番
目
が
国

県
支
出
金
、
内
訳
は
国
庫
支
出
金
八
千

百
六
十
万
円
、
県
支
出
金
一
億
八
千
六

百
十
万
二
千
円
で
す
。
次
い
で
繰
入
金
、

前
年
度
と
同
額
で
す
。
村
債
は
六
千
万

円
、
前
年
に
比
較
し
二
億
九
千
万
円
減

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
中
以
テ

校
改
築
に
当
て
る
た
め
伸
び
た
分
が
減

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

グ
ラ
フ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

歳
　
　
　
出

　
い
ち
ば
ん
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の

は
教
育
費
で
す
が
、
中
学
校
費
の
中
の

学
校
建
設
費
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
全
体
と
し
て
は
前
年
度
当
初

に
比
べ
、
五
一
・
五
％
減
で
す
。

（単位千円）

財産収入　20，527　1．0％

使用料及び手数料　18，830　0．9％

分担金及び負担金　16，3010．8％

諸収入11，9080．6％
そ　の　他　　801§案o鍵

自動車取得税交付金　38，000　1．8％

地方譲与税　46，000　2．2％

繰越金　50，000　2．4％

　　　　　　　　　　　　　　　　N村債60，0002．8％

　　　　　　　　　　　歳　入　　　一　．税
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒民税

国臼県支出金　2，130，509　霧。箋

26醒5％　　　灘灘覇
＼　＿　罐鰹欝

○

Ω　　支出金　20，281　1。0％　　工費　　5，8600．3％

　予備費　　2，0000．1％

電気税　52，2002．5％

たばこ消費税　34，620　1．6％

軽自動車税　9，166●0，4％

特別土地保有税　4，921　0．2％

木材引取税　1

驚
．
、

480，000　　22．5％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
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％
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土
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費
　
　
4

　
　
育
　
貯

　
　
教
　
蝿
　
　
　
　
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
出
5
，

頒
．
郭
、
％
　
　
　
　
3
0

蕊
3
　
　
　
歳
1
，

．
一
．
、
“
40
％

　
質
」
渇
　
　
　
　
　
　
　
2

　
防
帆
4
　
％

　
消
1
　
9
3
　
　
％

　
　
費
71
旺
　
　
3
　
　
％

％
蟹
＆
乳
㌦

－
　
　
　
　
　
　
生
1
5
　
　
　
7
8

軌
　
　
　
　
　
　
　
　
生
昭

　
　
　
　
　
　
民
　
　
　
　
　
　
6

00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
－

の
　
　
の

2，

2
　
費
　
旧
費
復
備
害
　
災

　　　　　　　　　　　　　　　　　　387，62518．2％
　総　務　費
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①性質別歳出●

（単位千円）

その他51，213

普通建設事業費

　　　722，643

－扶助論

物件費　＼

　　257，486

補助費等

　378，292
人件費

　531，β17

　
本
村
の
水
道
の
普
及
率
は
、
ほ
ぼ
一

〇
〇
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
高
普

及
時
代
に
お
け
る
今
後
の
水
道
事
業
の

在
り
方
と
し
て
は
、
日
常
生
活
の
基
盤

施
設
で
あ
る
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営
、

水
の
効
率
的
、
合
理
的
利
用
を
図
り
、

維
持
管
理
体
制
の
充
実
と
、
現
施
設
の

利
用
率
及
び
有
収
率
の
向
上
に
よ
り
、

経
営
内
容
を
充
実
さ
せ
、
企
業
の
独
立

採
算
に
よ
る
水
道
事
業
の
長
期
安
定
を

図
っ
て
行
き
ま
す
。

　
本
年
度
の
建
設
改
良
工
事
は
区
画
整

理
組
合
の
道
路
の
配
水
管
布
設
工
事
と

　
今
年
度
は
、
継
続
事
業
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
中
学
校
改
築
二
期
工
事
の
費

用
や
教
室
用
備
品
購
入
費
を
は
じ
め
、

学
校
、
社
会
教
育
各
分
野
の
充
実
の
た

餌
＼
○

め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
大
き
い
の
は
土
木
費
で
、
八

・
七
％
増
。
生
活
関
連
道
路
の
改
良
舗

装
工
事
費
や
土
地
区
画
整
理
事
業
へ
の

、
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
Z
Z
Z
Z
Z
7

　　村民1人が負担するお金
　　　　（人口10，282人で計算）

固定資産税…………39，396円

村　　民　　税…………35，431円

電気税……D・一5，077円
村たばこ消費税…………3，367円

軽自動車税・……1……・891円

そ　の　ほ　か……・…・・…479円

総　　　　　額…………84，641円

　
）
円
円
円
円
円
円
・
円
円
円
円
円

　
算
9
8
9
9
5
1
5
1
8
3
7
8
0

2
3
7
6
9
4
0
0
8

金
計
5
6
7
1
7
0
1
8
4
7
2

お
で
4
3
3

7
36
2
6
1
5
1
5
B
9
6
2
0

7

る
人
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

れ
82
わ
2

使
1
0
に
口
費
費
費
費
費
費
費
費
費
か
額

人
人
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

民
　
育
木
く
務
生
生
債
防
会

村
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
林

　
　
　
教
土
農
総
衛
民
公
消
議
そ
総

、
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
ζ
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
～
Z
、
Z
Z
Z
ノ

灘
鐵
灘

補
助
金
等
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　
三
番
目
と
し
て
農

林
水
産
業
費
が
二
二

・
八
％
の
伸
び
。
農

村
の
生
活
環
境
整
備

の
観
点
か
ら
、
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設

の
汚
水
処
理
場
建
設
、

農
道
整
備
費
や
各
種

団
体
の
育
成
補
助
な

…
邑
雪
歪
邑
響

消
火
栓
設
置
及
び
道
路
改
良
に
よ
る
配

水
管
布
設
替
工
事
が
主
な
も
の
で
す
。

　
な
お
、
本
年
度
の
予
算
の
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。

一
、
業
務
の
予
定
量

ω
給
水
戸
数
…
…
…
…
二
、
五
三
〇
戸

ω
年
間
総
配
水
量

　
　
　
…
・
一
、
五
〇
〇
、
O
O
O
㎡

③
一
日
平
均
配
水
量
…
四
、
一
〇
九
㎡

二
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

ω
収
益
的
収
入

　
　
　
　
…
：
一
七
六
、
三
二
三
千
円

⑭
収
益
的
支
出

　
　
・
…
…
：
一
七
一
、
三
九
七
千
円

　
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
　
　
…
…
…
…
四
、
九
二
六
千
円

三
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

qD
資
本
的
収
入
…
二
六
、
四
〇
〇
千
円

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
総
務
費
関
係
で
は
、
町
制
施
行
、
合

併
三
十
周
年
記
念
行
事
の
関
連
経
費
や

今
年
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
広
域
組
合
施
設
の
管
理

運
営
負
担
金
や
各
種
検
診
の
経
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
で
は
、
老
人
保
建
特
別
会
計

繰
出
金
、
扶
助
費
等
を
計
上
し
、
福
祉

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
費
は
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
の

負
担
金
や
消
防
団
の
維
持
運
営
の
た
め

の
費
用
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

毒
』
騒
冒
」
己
層
蓼
覇
冨
も
言
巳
冒
墾
魯
響
｛
醤
雪
亙
巴
冒
毛
…
－
匿
冒
2
」
邑
監
智
屯
」
…

働
資
本
的
支
出
…
七
一
、
七
五
四
千
円

　
差
引
不
足
額
四
五
、
三
五
四
千
円
は

過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
二
千
六

百
二
十
九
万
七
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
国
保
は
加
入
し
た
人
が
納
め
る
保
険

税
と
、
国
の
補
助
と
を
合
わ
せ
た
も
の

を
財
源
と
し
て
、
医
療
費
の
支
払
い
を

し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
医
療
費
が

増
え
る
と
保
険
税
も
増
加
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
費
の
節

約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　その他

　　　　　　　　　　4，748千円

保険税　　　　1．5％
簗301饗．7％／保険給付費

　　　　186，052千円

　　　　 　　　57．0％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　入　　　　　　
32藝29葺円、，辮円国庫支　326・297千円騰千円

　　　　　　　　　　　8・2％　　　　　　　　　＼6．1％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　127，987千円　　　　　繰入金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43，100干円
老入保健拠出金　　　　　　　その他　　　　　　39・2％　　　13，2％

103，153千円　31．6％　　　4，638千円

　　　　　　　　　　　　　　　1．4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　療給交付金　　4，160千円　1．3％
　予備費　5，566千円　1、8％
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昭
和
六
十
年
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、

三
月
十
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
八
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
昭
和
六
十
年

度
予
算
、
五
十
九
年
度
補
正
予
算
、
条

例
改
正
、
助
役
、
収
入
役
、
監
査
委
員

の
選
任
な
ど
で
、
慎
重
審
議
の
す
え
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
等

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
、
副
議
長
の
改
選
、
各

常
任
委
員
会
の
組
み
替
え
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

・一一一一議会だより一一一・
　　議会初日のもよう　』

助役に今井明氏を選任

任

新年度予算など20議案を審議

．
浮

選

○
助
役
の
選
任
ノ

　
昨
年
十
一
月
十
七
日
以
来
空
席
と
な

っ
て
い
た
助
役
に
壷
」
則
総
務
課
長
」
ー
今

短
明
氏
稗
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
氏
名
）
今
井
　
明

（
住
所
）

　
江
南
村
大
字
小
江
川
八
八
四
番
地

　
（
生
年
月
日
）

　
昭
和
三
年
十
一
月
十
一
日
生

・
蓼
選
任

　
四
月
一
日
で
任
期
満
了
と
な
る
収
入

　
バ
役
に
塚
田
正
久
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
氏
名
）
塚
田
正
久

　
（
住
所
）

　
江
南
村
大
字
上
新
田
一
七
一
番
地

　
（
生
年
月
日
）

　
大
正
九
年
五
月
十
一
日
生

　
　
　
　
り
で
テ
ア
ぜ
ド

し

○
監
査
委
員
の
選
任

　
三
月
三
十
｝
日
で
任
期
満
了
と
な
る

監
査
委
員
に
大
島
正
雄
氏
が
再
任
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
約
私

ま
し
た
。

（
氏
名
）
書
雄

（
住
所
）
・

　
　
　
　
！
一

江
南
村
大
字
押
切
三
六
九
番
地

（
生
年
月
日
）

　
パ
キ
ナ
　

　
大
正
九
年
四
月
二
十
九
日
生

条
　
例
　
改
　
正

ヨ
一
≡
鵯
ヨ
＝
噛
『
一
≡
郵
一
一
『
＝
覧
『
一
＝
一
筒
一
一
＝
『
噛
『
冨
＝
藍
認
一
一
＝
隔
一
≡
一
襲
…
＝
蝿
「
＝
一
一
麓
君
≡
蛋
≡
＝
監
五
一
一
一
『
監
5
一
≡
覧
一
一
一
一
躍
隔
＝
一
一
一
鵯
『
一
＝
一
襲
≡
一
轟
隔
一
≡
一
竪
≡
一
『
喀
≡
＝
『
輪
一
≡
一
噛
≡
一
＝
騎
一
…
諄
隔
≡
＝
噛
≡
≡
レ
論
＝
一
一
一
麓
認
一
一
＝
略
一
『
≡
隔
一
一
一
一
一
覧
一
F

　　　　助役就任あいざつ

　　　　　　　囎i脇

　　　　　　　1『　謬

　　　　　不肖わたくし、江南村事務吏垂
　　　　として、旧村時代から通算して糸ノ

　　　　40年の長い間、住民の皆様に公毛
　　　　とも大変お世話になりましたが、
　　　　この度、はからずも江南村助役と

　　　　して議会のご承認をいただき、そ
▽　　　の重責をお引受けすることになζ

　　　　ました。
　　　　　もとより微力な身ですが過去σ
）　　　　体験を生かし、柴田村長の片腕と
　　　　なって精一杯村の発展のために多
　　　　力する覚悟であります。

　　　　　どうか、旧に倍しご指導とご廓

　　　　健を切にお願い申し上げ、就任σ
　　　　ご挨拶といたします。
　　　剛III凹II旧凋IIII矧III闘IIIII塀IIII膠III”累IIIII”『IIII脚IIII塀IIIlI塀”1脚『川ll塀1”II凋1昼旧引IIII当

○
江
南
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
た
ば
こ
専
売
制
度
の
廃
止
に
よ
り
、

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ

に
と
も
な
い
村
税
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
江
南
村
葬
斎
給
付
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
い
ま
ま
で
葬
斎
給
付
金
と
し
て
、
一

遺
体
に
つ
き
一
万
円
給
付
さ
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
ノ

し
た
が
、
今
回
の
改
，
正
で
」

万
円
か
ら

幕
（
十
五
歳
未
満
の
場
合
一

万
三
千
円
）
に
な
り
ま
し
た
。

○
江
南
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

．
訪
却
愁
講
馴

　
　
　
　
　
樋
片
め
　
と
就
　
㎜

　
　
　
　
　
が
の
た
　
導
、
　
㎜

　
　
　
　
　
す
長
の
・
脂
げ
　
㎜

　
　
　
　
　
射
剛
蝦
討
に
硅
乱

　
　
　
　
　
な
柴
の
り
倍
申
ま
㎜

　
　
　
　
　
力
、
村
あ
に
い
し
㎜

　
　
　
　
　
微
し
杯
で
旧
願
た
㎜

　
を
改
正
す
る
条
例

　
国
保
加
入
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、

葬
祭
費
と
し
て
三
万
円
支
給
さ
れ
て
い
■

ま
し
た
が
、
今
回
四
万
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
補
　
正
　
予
算

〇
五
十
九
年
度
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
五
千
四
百
三

十
万
四
千
円
を
追
加
し
、
合
計
で
二
十

八
億
六
千
四
百
三
十
八
万
九
千
円
と
し

ま
し
た
。

〇
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
十
五
万
八
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
と
も
二
億
八
千
八
百
七
万
六

千
円
と
し
ま
し
た
。

〇
五
十
九
年
度
水
道
特
別
会
計

　
水
道
事
業
費
用
に
補
正
予
定
額
三
十

九
万
三
千
円
を
追
加
し
、
合
計
で
一
億

六
千
九
百
三
十
二
万
七
千
円
と
し
ま
し

た
。〇
五
十
九
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

一
千
二
百
十
四
万
七
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
三
千
百
二
十

二
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

〇
五
十
九
年
度
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特

　
別
会
計

　
歳
入
歳
出
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
六
百

八
十
五
万
五
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
一
千
五
百
六
十
三
万
九
千
円
と
し

ま
し
た
。
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議
会
構
成
を

（
新

、r『＼

議
長
に
松
本
芳
治
氏総

務
委
員
会

◎
杉
田
弥
平

　
岡
部
国
政

　
小
島
芳
房

厚
生
委
員
会

◎
富
田
宗
平

　
富
岡
政
枝

舟
橋
信
義

建
設
委
員
会

◎
柴
田
清
次

寺
山
孝
作

新
井
忠
重

産
業
委
員
会

◎
福
田
　
清

　
新
井
秀
幸

　
志
村
利
次

M阿N’NN’N’N’NN’NN’NN’N剛N’N’NN’N’N’N’NNN’NN岡NN’N’NNN’N’N’NNN’N’N’NNN’N’N’NN’N’N’N’N’N’N’NN’N

／へ

　
議
会
初
日
の
三
月
十
二
日
に
議
長
、

副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
の
改
選
が
行

わ
れ
、
議
長
に
は
松
本
芳
治
氏
、
副
議

長
に
は
小
島
芳
房
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
と
一
部
事
務
組
合
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

松
本
芳
　
治

小
島
芳
　
房

○
印
副
委
員
長

○
橋
本
亀
明

柴
田
守
次

高
橋
常
雄

○
飯
島
敏
宏

上
杉
芳
郎

今

　
議
　
長

　
副
議
長

◎
印
委
員
長

議
長
就
任
あ

い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

　
春
た
け
な
わ
に
し
て
桜
花
咲
き
競
い

あ
た
り
は
精
気
に
満
ち
溢
れ
、
ま
さ
に

本
村
の
行
手
の
様
に
感
じ
ら
れ
ま
す
“

　
去
る
三
月
十
二
日
午
前
十
時
よ
り
江

南
村
議
会
が
召
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
議
長
、
副
議
長
及
び
委
員
会
の
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
，
計
ら
ず
も
皆
様
の

御
推
薦
に
よ
り
議
長
に
当
選
致
し
ま
し

た
。
会
期
中
、
昭
和
六
十
年
予
算
等
議

案
二
十
以
上
の
案
件
も
議
員
の
皆
様
の

御
協
力
に
て
採
決
致
し
ま
し
た
。

　
引
続
き
の
大
事
業
は
、
中
学
校
新
築

第
二
期
工
事
も
着
工
に
成
り
、
九
月
に

は
完
成
す
る
由
、
本
村
の
顔
、
役
場
に

続
い
て
立
派
な
学
問
の
殿
堂
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
村
長
も
新
人
で
あ
る
の
で
、
村
政
に

つ
い
て
は
種
々
と
相
談
致
し
て
立
派
な

行
政
が
出
来
る
様
協
力
致
す
所
存
で
す
。

私
も
幸
い
健
康
で
環
境
的
に
も
働
き
盛

り
で
す
の
で
、
又
二
十
八
年
前
に
は
議

長
も
三
期
程
つ
と
め
た
事
が
あ
り
、
村

長
も
経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
本
村
発
展

の
為
充
分
経
験
を
活
か
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
今
後
共
、
議
会
議
員
の
皆
様
は

ゼ
め
村
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
一
層
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
松
本
定
一

馬
場
茂
雄

9
折
川
高
一

　
小
松
原
寿
範

　
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

●
大
里
南
部
環
境
福
祉
一
部
事
務
組
合

松
本
芳
治
　
福
田
　
清
　
志
村
利
次

●
荒
川
南
部
環
境
衛
生
一
部
事
務
組
合

　
柴
田
守
次
　
高
橋
常
雄
　
富
田
宗
平

飯
島
敏
宏

●
大
里
広
域
市
町
村
囲
組
合

小
島
芳
房
　
馬
場
茂
雄

●
熊
谷
地
区
消
防
組
合

松
本
芳
治
　
杉
田
弥
平

桜
（さくら）

雑子
（き　じ）

　
バ
ラ
科
、
サ
ク
ラ
属
の
樹
木
の
中
で

花
が
美
し
く
、
観
賞
さ
れ
る
も
の
を
一

般
に
サ
ク
ラ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
落
葉

高
木
で
、
白
か
ら
濃
い
桃
色
ま
で
の
花

を
一
面
に
美
し
く
開
き
ま
す
。
花
は
一

重
咲
き
、
八
重
咲
き
な
ど
が
あ
り
、
日

本
を
代
表
す
る
花
と
し
て
国
花
に
な
っ

て
い
ま
す
。

赤松
（あかまつ）

　
キ
ジ
目
キ
ジ
科
の
鳥
で
、
雄
は
顔
が

裸
出
し
て
赤
色
、
頸
、
胸
、
下
面
全
体

は
暗
緑
色
、
背
面
の
色
彩
は
複
雑
で
尾

は
長
い
。
雌
は
淡
褐
色
で
黒
斑
が
あ
り
、

尾
は
短
い
。
低
木
林
や
草
原
に
住
む
。

　
マ
ツ
科
の
常
緑
高
木
で
山
地
に
多
い
。

樹
皮
や
芽
は
赤
褐
色
。

村
で
は
、
今
年
十
一
月
一
日
か
ら
の

　
　
町
制
施
行
を
記
念
し
て
、
住
み

　
　
よ
い
町
づ
く
り
と
、
私
た
ち
の

　
　
郷
土
「
江
南
」
を
愛
す
る
心
を

　
　
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、
　
「
町

嚢
　　b一　　ぎ　　　　　　’－　　、　『　　　一　一可隅　　｝一－一一　腕
　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　『

　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　舳

　　　　　　　　　　　舳　　　　　　『
　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　「　リ　ヘ　嚢　　　　難　　誌
　　制定審議会で慎重審議

鍵

の
花
・
鳥
・
木
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
「
町
の
花
・
鳥
・
木
」

は
、
先
日
実
施
し
た
全
世
帯
対

象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
年
齢
や
職
業
、
学

識
な
ど
を
考
慮
し
て
構
成
し
た

花
鳥
木
制
定
審
議
会
で
、
二
月

二
十
二
日
に
慎
重
な
審
議
の
す

え
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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　　i教育相談　濫ε鱗裏少年　　i』継鞍善蕪舞斐行展示
　　　　ご家庭で教育上お困りのことがi　（1）申し込み書に必要事項を記入　i　・航空自衛隊生徒ドリル他

　　iありましたら、お気軽に教育委員　i　　し直接持参すること。　　　　i■問合せ
　　’会へご相談ください。　　　　　　i　（2〉受付けは先着順とし定員にな　i　熊谷基地総務課

　　　　ご相談のときは、事前にお電話　i　　り次第打ち切る。　　　　　　i　　費32－3554（内線204、411）
　　iを査鋼1身、（内線、，）　i■学糊㈹一、月2，日仕）　i山西省歌舞団友好公演

　　i　智36－5468（直通）　　　　　　i■問合せ　　　　　　　　　　　i　埼玉県と友好県省の中国山西省

　　i行政・心配ごと相談i深謙璽斉一，5、、　i無報講瀦継離

　　i人権相談　i固定資産税　　i’謄薯います0
　　　　日常告活での困りごとや心配ごi　　課税台帳の縦覧　i　廻12日（鋳後6時30分開演
　　iとでお悩みの方は、毎月第4火曜　i　　　　　　　　　　　　　　　　i■と一ろ
）　　i日にご相談に応じています・どう　i　次により、固定資産税課税台帳　i　熊谷会館
　　　ぞお気軽にお出かけください。　　1を縦覧に供します。　　　　　　　：■入場方法
　　　　なお、4月、6月、8月、，12月、i　課税台帳の登録事項について不　i　入場は無料、整理券をお持ちの
）i2月には人権相談所も同時1こ開設i服がある場合には・4月3・日までi、方のみ入場できます・整理券は県
　　：されます。　　　　　　　　　　　：に審査の申し出ができます。　　　：自治文化振興課、熊谷会館、地方
　　i■と　き　　　　　　　　　　　i　くわしくは役場税務課におたずi県民センターの窓口で配布。
　　i　4月23日、午前9時30分～正午　iねください。　（内線34）　　　　　i■問合せ
　　’■ところ　　　　　　　　　　　　i■日　時．　　　　　　　　　　i　県自治文化振興課

　　　　母子健康センター　　　　　　i　4月1日から20日まで、休日を　i　　奮0488－24－2111

　　iスクール生募集　1讐呈鰭。讐欝5時まi　　（内線2081）
　　　　　　　深谷青年の家　　　i■場所役場税務課　　　　i老年期の精神障害

　　i期暑麟づ責駿霧劉隼騨i　航空自衛隊　i　　に関する相談
　　　す・　　　。　　　　　i熊谷基地さくら祭り　1、熊谷保健所では・次のとおり相
　　i■開催期日・日程　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　臣談をお受けしています。

　　　　5月14日（火）～8月23日（金）の聞、　i■と　き　　　　　　　　　　　　i■相談日
　　i決められた週の火・水・金曜日の　i　4月14日（日）午前8時30分～午後　1　毎月第2火曜日午後！時～2時

　　i午後7時～午後9時まで全日程15i3時30分　　　　　　　　　　　　1受付
　　『回。　　　　　　　　　　　　　　i■ところ　　　　　　　　　　　　レ■相談場所

　　　■募集対象　　　　　　　　　　　i　航空自衛隊熊谷基地　　　　　　i　熊谷保健所（熊谷市熊谷861）
　　i　県内在住、在勤する15歳かβ30i■催　物　　　　　　　　　　　i　智0485－23－2801（内線234）

　
昭
和
六
十
年
度
の
畜
犬
登
録
と
、
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
の
で
、
生
後
九
十
一
日
以
f
の
犬

を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
愛
犬
に
、
必
ら
　
＼

ず
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
な
い
、

鑑
札
と
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
下

さ
い
。

　
尚
、
今
ま
で
年
二
回
予
防
注
射
を
行

な
い
ま
し
た
が
、
新
ワ
ク
チ
ン
に
切
り

替
わ
り
年
一
回
に
な
る
予
定
で
す
の
で

こ
の
機
会
に
必
ら
ず
受
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
も
よ
り
の
会
場
で
受
け
て
下
さ
い
。
）

◎
集
合
注
射

四
月
十
五
日
（
月
）

三
本
渡
唐
神
社
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
十
時
四
十
分

成
沢
坂
上
公
民
館
　
午
前
十
時
五
十
分

　
～
十
一
時
五
十
分

板
井
十
字
路
（
小
林
商
店
前
）
　
午
後

　
一
時
十
分
～
二
時

野
原
文
殊
寺
　
午
後
二
時
十
分
～
三
時

四
月
二
十
二
日
（
月
）

農
協
本
所
　
午
前
九
時
三
十
分
～
十
一

　
時
三
十
分

農
協
南
支
所
　
午
後
一
時
十
分
～
三
時

役
場
前
駐
車
場
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
十
一
時
五
十
分

◎
臨
時
注
射

五
月
二
十
六
日
（
日
）

農
協
本
所
　
午
前
九
時
三
十
分
～
十
時

　
四
十
分

農
協
南
支
所
　
十
時
五
十
分
～
十
二
時

◎
料
金

集
合
注
射

臨
時
注
射

登
録
料
　
二
千
百
円

注
射
料
　
二
千
七
百
円

　
計
四
千
八
百
円

登
録
料
　
二
千
百
円

注
射
料
・
三
千
七
百
円

　
計
五
千
八
百
円

※
問
合
せ

役
場
住
民
課
費
三
六
i
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
四
）

ま｛

農　　
　
姥

　
　
ひ．

後

3

ノ
ノ
’

　あなたの健康管理は、他人まかせ

ではないですか？
　この臼を機会に健康の3要素

運動・栄養・休養一を見直してみ
ましよう。

●世界保健デー　4月7日●
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∩
　
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

や
め
よ
う
無
謀
運
転

　
　
　
　
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
六
日
～
十
五
日

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
四

月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
、
次
の
三
つ
で
す
。

一
、
新
入
学
（
園
）
児
を
中
心
と
し
た

　
子
供
の
交
通
事
故
防
止

二
、
シ
i
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

　
用
の
徹
底

三
、
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転

　
の
追
放

　
二
輪
車
や
自
動
車
を
運
転
す
る
人
は
、

次
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し
て
、
交

通
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

二

輪

車

昭
和
五
十
四
年
以
降
六
年
続
け
て
増
加

し
て
お
り
、
昨
年
は
全
国
で
二
千
三
百

二
十
二
人
の
方
が
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
の
多
く
は

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
と
、
安
全
の
確

認
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
二
輪
車
ぐ
ら
い
と
い
う
軽
い
気
持
ち

は
禁
物
で
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら

「
思
い
や
り
」
　
「
ゆ
ず
り
合
い
」
　
「
交

通
ル
ー
ル
に
従
う
」
、
そ
し
て
「
迷
惑

を
か
け
な
い
」
　
「
生
命
の
尊
さ
を
知

る
」　
　
　
こ
の
五
つ
の
心
の
準
備
を
、
つ

ね
に
持
ち
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
格

好
悪
い
、
わ
ず
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
い

る
あ
な
た
は
、
ひ
と
つ
し
か
な
い
自
分

の
生
命
を
、
危
険
の
淵
に
さ
ら
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
が
ど
ん
な
に
慎
重
に
運
転
し

て
い
て
も
、
他
人
の
事
故
に
巻
き
こ
ま

れ
る
可
能
性
は
、
ど
ん
な
と
き
に
も
つ

き
ま
と
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
“
ク
ル
マ
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
”
　
“
二
輪
車
に
乗
っ
た
ら
ヘ
ル
メ
ッ

ト
〃
1
こ
の
合
言
葉
の
実
践
が
あ
な

た
の
〃
命
綱
〃
で
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ

な
く
。
さ
あ
、
面
倒
が
ら
ず
に
、
締
め

ま
し
ょ
う
！
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
！

増
え
続
け
る死

亡
事
故

　
ご
う
音
を
響
か
せ
な
が
ら
ダ
ッ
シ
ュ

し
て
い
く
二
輪
車
に
、
思
わ
ず
身
を
す
罵

く
め
た
経
験
は
、
ど
な
た
も
お
も
ち
の
　
“

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
”
狭
い
道
路
で
も
自
由
に
小
回
り
が
㎜

き
く
”
な
ど
の
理
由
か
ら
、
二
輪
車
が
㎜

増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、

二
輪
車
に
よ
る
交
通
事
故
も
増
加
し
二

い
ま
す
。

　
二
輪
車
乗
車
中
の
死
者
数
を
見
て
も
、
．

－
，
臼
1
■

交
通
指
導
員
に
鈴
木
さ
ん

鈴木明

　
四
月
か
ら
江
南
村
の
交
通
指
導
員
に

新
た
に
一
名
選
出
さ
れ
た
の
で
、
紙
上

よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

鈴
木
明

　
■
　
■
　
．
　
1
　
臼
　
■

樋
春
四
〇
〇
i
一

　
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
選
出

さ
れ
た
鈴
木
さ
ん
を
加
え
、
四
名
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
入
学
や
行
楽

の
時
期
を
迎
え
、
事
故
も
多
く
な
っ
て

き
ま
す
。
少
し
で
も
江
南
村
の
交
通
事

故
が
減
る
よ
う
、
交
通
指
導
員
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！へ、

1へ

防
災
行
政
無
線
の

　
　
　
　
保
守
点
検
に
つ
い
て

　
江
南
村
に
無
線
放
送
が
誕
生
し
て
、

早
や
五
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、

最
近
受
信
機
の
不
調
を
訴
え
る
人
が
多

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
役
場
で
は

こ
う
し
た
受
信
機
の
不
調
を
解
消
す
る

た
め
、
戸
別
受
信
機
の
保
守
点
検
を
実

施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
特
に
難
聴
地
域
で
不
調

の
多
い
野
原
、
塩
、
小
江
川
の
｝
部
を

点
検
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
期
間

は
四
月
九
日
よ
り
十
三
日
ま
で
で
す
。

点
検
業
者
は
三
信
電
気
が
家
庭
へ
訪
問

し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
場
人
事
異
動

　
　
（
四
月
一
日
付
）
　
（
、
’
）
内
前
職

○
総
務
課
長
・
長
岡
一
茂
（
企
画
課
長
）

○
企
画
課
長
・
福
田
征
芳
（
産
業
課
長

　
土
地
改
良
課
長
兼
務
）

○
産
業
課
長
・
土
地
改
良
課
長
兼
務

　
　
永
田
三
千
里
（
産
業
課
補
佐
・
農

　
　
委
事
務
局
長
）

○
産
業
課
補
佐
兼
農
委
事
務
局
長

　
　
ヌ

　
＼
中
村
雅
夫
（
教
育
委
員
会
．
給
食

　
ゼ
ン
タ
ー
所
長
）

○
教
育
委
員
会
・
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
茂
木
弘
行
（
土
地
改
良
課
）

○
建
設
課
・
水
野
薫
（
産
業
課
）

（
昇
格
）

　
企
画
課
補
佐
・
小
林
公
夫
／
住
民
課

補
佐
・
橋
本
安
行
／
土
地
改
良
課
補
佐

・
木
村
進
／
建
設
課
補
佐
・
安
藤
喬
司

（
退
　
職
）
三
月
三
十
一
日
付

　
舟
橋
秀
一
（
建
設
課
補
佐
）
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〔
ケ
ー
ス
①
〕
「
テ
レ
ビ
の
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
原
画
に
色
付
け
す
る
だ
け
の

仕
事
で
高
収
入
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う

チ
ラ
シ
広
告
を
見
て
申
し
込
ん
だ
。
受

講
料
、
材
料
費
な
ど
約
四
万
円
を
支
払

っ
て
技
術
講
習
も
受
け
た
が
、
仕
事
を

く
れ
な
い
。

　
〔
ヶ
ー
ス
②
〕
あ
て
名
書
き
の
内
職

を
勧
め
る
ハ
ガ
キ
が
き
た
。
仕
事
の
内

容
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
私
製
ハ

ガ
キ
を
購
入
し
、
自
分
で
郵
送
先
を
探

し
、
切
手
代
は
自
己
負
担
だ
が
、
二
百

通
出
せ
ば
三
万
円
を
支
払
う
と
い
う
の

で
申
し
込
ん
だ
。
一
回
目
は
約
束
ど
お

り
三
万
円
支
払
わ
れ
た
が
、
二
回
目
以

降
の
分
は
支
払
っ
て
く
れ
な
い
。

　
主
婦
や
学
生
か
ら
の
、
内
職
に
つ
い
』

て
の
相
談
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
そ
の

大
半
は
、
ア
ニ
メ
彩
画
、
あ
て
名
書
き

に
つ
い
て
の
も
の
で
す
。
募
集
方
法
は
、

チ
ラ
シ
、
雑
誌
な
ど
の
広
告
、
ハ
ガ
キ

で
の
勧
誘
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

◆
ア
ニ
メ
彩
画
◆

　
広
告
の
文
句
ほ
ど

　
　
　
　
　
簡
単
で
は
な
い

　
ア
ニ
メ
彩
画
で
は
「
短
時
間
の
講
習

や
通
信
教
育
で
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
間
江
南
村

の
行
政
、
心
配
ご
と
相
談
に
は
多
大
な

貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
十
三
年
間
行
政
相
談
員
と
し
て
、

お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
苦
労
に
感

謝
し
、
広
報
を
通
じ
て
住
民
の
皆
様
に

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
新
行
政
相
談
員
に
は
小
林
實

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

る
」
　
「
趣
味
を
生
か

せ
る
」
な
ど
と
い
う

誘
い
文
旬
も
見
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ

　
　
　
　
　
ち
み
つ

の
仕
事
は
、
緻
密
さ

や
正
確
さ
、
セ
ン
ス

が
要
求
さ
れ
る
ほ
か
、

人
に
よ
づ
て
向
き
不

向
き
も
あ
る
よ
う
で

行
政
相
談
員
の
選
任

う
ま
い
話
ゆ
は

ウ
ラ
が
あ
を

関口秀文

　
江
南
村
行
政
相
談
員
関
口
秀
文
氏
が
、

三
月
三
十
一
日
付
で
行
政
相
談
員
を
退

か
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
昭
和
四
十
七
年
六
月
よ
り
、

＼
斗
ノ

す
。
何
回
も
不
良
個
所
を
指
摘
さ
れ
て

修
正
を
繰
り
返
し
た
り
、
不
合
格
と
し

て
買
い
上
げ
な
い
、
な
ど
の
苦
情
例
も

見
ら
れ
ま
す
。

　
ケ
ー
ス
①
の
場
合
は
、
業
者
と
強
硬

に
交
渉
し
受
講
料
・
・
材
料
費
は
返
金
さ

れ
ま
し
た
が
、
．
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
と

い
え
る
ケ
ー
ス
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
相

談
者
は
、
内
職
収
入
は
お
ろ
か
受
講
料

を
払
っ
た
り
材
料
を
講
入
し
た
ま
ま
「
泣

き
寝
入
り
」
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

◆
あ
て
名
書
き
◆

（
）

　
ハ
ガ
キ
代
な
ど
自
己
負
担

　
あ
て
名
書
き
の
場
合
は
、
　
「
家
事
の

合
間
に
一
日
○
○
時
間
働
く
だ
け
で
高

収
入
が
可
能
」
な
ど
と
誘
っ
て
い
る
の

も
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
の
内
容
は
、
・
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
用
ハ
ガ
キ
代
、
郵
送

料
な
ど
の
経
費
を
自
己
負
担
し
、
注
文

の
あ
っ
た
分
に
つ
い
て
マ
ー
ジ
ン
の
支

払
い
を
受
け
る
と
い
う
の
が
多
い
よ
う

で
す
。
ケ
ー
ス
②
の
場
合
は
、
自
己
負

、噛”担
額
が
約
八
万
円
あ
る
の
に
、
三
万
円

し
か
支
払
っ
て
も
ら
え
ず
、
業
者
と
交

渉
し
て
い
ま
す
が
ま
だ
解
決
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
こ
の
事
例
以
外
に
も
、
　
「
チ
ラ
シ
配

り
」
を
す
れ
ば
、
一
枚
に
つ
き
十
円
を

支
払
わ
れ
る
が
、
仕
事
の
担
保
金
と
し

て
二
十
万
円
必
要
で
あ
っ
た
り
、
簡
単

に
だ
れ
で
も
で
き
る
と
い
う
内
職
の
チ

ラ
シ
広
告
を
見
て
出
向
い
た
ら
商
品
の

購
入
を
勧
め
ら
れ
、
さ
ら
に
販
売
す
る

よ
う
強
要
さ
れ
た
、
な
ど
の
例
も
み
ら

れ
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
広
告
な
ど
で
「
だ
れ
で
も
簡

単
に
で
き
て
高
収
入
が
得
ら
れ
る
」
な

ど
の
う
ま
い
話
に
は
、
と
か
く
「
担
保

金
や
保
証
金
、
自
己
負
担
分
が
あ
る
」

「
受
講
料
、
材
料
費
や
高
額
な
機
器
が

必
要
で
あ
る
」
　
「
仕
事
の
内
容
が
広
告

と
違
う
」
な
ど
の
裏
が
あ
り
そ
う
で
す
。

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
（
藷
攣

樋
春

　
吉
野
恵
理
長
女
（
勝
）

　
小
島
　
明
拓
　
長
男
（
増
　
男
）

・
三
　
本

　
志
村
　
聡
史
　
長
男
（
正
　
人
）

須
賀
広

　
吉
田
枝
里
子
　
長
女
（
正
　
己
）

野
原

　
杉
田
伊
予
里
　
二
女
（
喜
久
雄
Y

小
江
川関

。
建
吾
一
、
勇
（
昭
二
）

　
関
口
　
国
恵
　
長
女

板
井

　
久
保
田
　
篤
　
長
男
（
進
　
）

塩　
中
島
　
憲
一
　
長
男
（
　
清
　
）

柴　
吉
田
裕
一
　
長
男
（
勝
美
）

　
柴
　
　
雄
二
　
二
男
（
秀
　
夫
）

千
代

　
木
村
　
美
穂
　
二
女
（
悦
　
郎
）




